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	応用
	抗原情報
	背景
	炭酸脱水酵素（CA）は、二酸化炭素の可逆的な水和を触媒する亜鉛金属酵素の大きなファミリーです。呼吸、石灰化、酸塩基平衡、骨吸収、房水、脳脊髄液、唾液、胃酸の生成など、様々な生物学的プロセスに関与しています。組織分布と細胞内局在は多岐にわたります。CA IXは膜貫通タンパク質であり、腫瘍関連炭酸脱水酵素アイソザイムとして知られているわずか2つのうちの1つです。すべての明細胞腎細胞癌で発現しますが、正常な腎臓や他のほとんどの正常組織では検出されません。細胞増殖と形質転換に関与している可能性があります。この遺伝子は蛍光in situハイブリダイゼーションによって17q21.2にマッピングされましたが、放射線ハイブリッドマッピングでは9p13-p12に局在しました。 [RefSeq提供、2014年6月],触媒活性：H(2)CO(3) = CO(2) + H(2)O.,補因子：亜鉛.,機能：二酸化炭素の可逆的な水和。pH調節に関与。細胞増殖および形質転換の制御に関与している可能性がある。子宮頸部腫瘍の新規特異的バイオマーカーであると思われる。,誘導：低酸素状態による。,PTM：Asn-346は高マンノース型グリカン構造を有する。,類似性：α-炭酸脱水酵素ファミリーに属する。,細胞内局在：微絨毛表面および核、特に核小体に見られる。,サブユニット：ジスルフィド結合によって連結されたオリゴマーを形成する。,組織特異性：主に癌細胞株で発現する。発現はごく少数の正常組織に限定されており、最も豊富な発現は胃粘膜上皮細胞で確認されています。
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	CA IX 抗体を使用した、インスリン処理した 293 細胞の溶解液のウエスタン ブロット分析。
	

	CA IX ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウェスタン ブロット分析。

